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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用としては物件費が大半を占めており、主に指定管理3施設の指定管理料となっている。その他行政費用
は、生涯学習センターブロック塀改修工事の一部である。
○行政収入では、国庫支出金や都支出金の他、その他収入として各施設の光熱水費受入分及び指定管理者返納金が
ある。
○貸借対照表に計上されている有形固定資産は「清里高原ロッジ・少年自然の家」「生涯学習センター」「町屋文
化センター」に関するものである。

資産の部合計 947,842 948,806 964 負債及び正味財産の部合計 947,842 948,806 964

建設仮勘定 1,715 9,998 8,283 正味財産 916,428 901,020 ▲ 15,408
その他の固定資産 25,758 27,584 1,826 916,428 901,020 ▲ 15,408

16,372

建物減価償却累計額 ▲ 1,577,980 ▲ 1,602,765 ▲ 24,785 特別区債 0 10,200 10,200
工作物等 112,059 114,472 2,413 退職給与引当金 15,221 19,870 4,649

▲ 42

その他の流動負債 3,232 4,552

工作物等減価償却累計額 ▲ 112,059 ▲ 112,059 0 その他の固定負債 11,042 11,000
無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 31,414 47,786

0 0

1,320

特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 283,581 ▲ 283,349 232

建物 1,805,216 1,818,443 13,227 固定負債 26,263 41,070 14,807

その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0 0
245

土地 693,133 693,133 0
貸
借
対
照
表

勘定科目 元年度 2年度 差額 勘定科目 元年度 2年度 差額
流

動

資

産

収入未済 0 0 0 流動負債 5,151

固
定
資
産

有形固定資産 920,369 911,224 ▲ 9,145 賞与引当金 1,919 2,164

6,716 1,565
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0

0

賞与・退職給与引当金繰入額 2,608 7,946 5,338 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 283,581 ▲ 283,349 232
その他行政費用 2,104 6,779 4,675 金融収支差額(d) 0 0 0

特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f) 0 0

49,140 28,349

分担金及び負担金 0 0 0
補助費等 18,714 16,750 ▲ 1,964 使用料及び手数料 0 0 0

行政費用合計(b) 290,083 290,860 777 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 283,581 ▲ 283,349 232

790 500 ▲ 290

施策分析シート（令和3年度）

施策No 04-12
部課名 地域文化スポーツ部生涯学習課
課長名 青谷

指標の推移

指標の推移

延利用者数（多目的広場、ＰＣ室を除
く）

延利用者数

指標に関する質問文

内線 3350

関連部課名 教育委員会事務局教育総務課

行政評価
事業体系

分野

政策

Ⅱ 子育て教育都市

04

施策名 生涯学習活動の支援

心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成

興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか？

生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか？

　乳幼児から高齢者まで全ての区民が生涯にわたる「学び」を通じて人や社会とのつながりを深
め、心豊かな生活や生きがいづくりにつながるよう、学習情報や学習機会の提供、「学び」の場の
整備、協働・連携の促進等により、生涯学習活動を支援する。

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
30年度 元年度 2年度

生涯学習環境の充実度 3.06 3.07 ―

興味・関心事への取り組み 3.12 3.14 ―

138,933 66,259 76,000

町屋文化センター利用者数
（人）

174,283 158,924 77,944 128,800

指標に関する説明
30年度 元年度 2年度

3年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名

200,000

185,000
生涯学習センター利用者数
（人）

134,378

社会教育サポーター活動数
（回）

161 207 18 60 210
2年度は新型コロナウイルス感染症の
影響により活動数が減少

114 104 99 135
社会教育サポーター登録数
（人）

123

荒川コミュニティカレッジ修了
生（累計）（人）

292 323 355 393 730

元年度 2年度勘定科目

169,055

減価償却費

差額

行
政
費
用

給与関係費 48,067 53,798 5,731

行
政
収
入

地方税等 0 0 0
物件費

▲ 20,791 その他 5,277 6,733 1,456
不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 6,502 7,511 1,009

扶助費 0 0 0

国庫支出金
維持補修費 395 3,758 3,363 都支出金

173,480 4,425
435 278 ▲ 157

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 元年度 2年度 差額



No2

〇新型コロナウイルス感染症対策として、感染症対策を徹底した集合形式の講座、イベントの他、
オンラインによる講座等も取り入れているが、より分かりやすい周知方法、また、オンライン配信
をより広く周知する方法などについて検討していく必要がある。
〇人と会う機会が減少したことにより、直接会い、体験し、触れ合う機会の重要性を再確認したこ
とから、そうした機会を感染症の流行下においても安全、安心に運営できる方法を検討していく必
要がある。
○区内各団体の活動を支援する必要があるほか、区民が生涯にわたって学べる環境を整備するた
め、手軽に参加できるボランティアや単発の講座、地域を深く学びたい方向けの連続講座、地域活
動したい方向けの支援、様々な活動をしている方をつなぐ支援等様々な活動の中核となる場の確保
について検討していく必要がある。

○社会のデジタルトランスフォーメーションに対応するべく、区の生涯学習事業のより一層のＩＣ
Ｔ化を推進し、区民が身近にＩＣＴに触れる機会を拡大するとともに、様々な生涯学習活動に参加
するきっかけを増やしていく。
○乳幼児から高齢者まであらゆる世代の学びを支援するため、区民のニーズを的確に把握し、区民
カレッジや文化総合講座、荒川コミュニティカレッジ等区が提供する生涯学習プログラムの充実を
図るとともに、区のホームページや区報、ＳＮＳなど多様な媒体を積極的に活用し、生涯学習施設
情報や講座等のＰＲに力を入れていく。
○多様な区民がそれぞれのニーズに応じた学習の場や機会を得られるとともに様々な学びや活動を
してきた区民が新たなつながりを持てるよう、これまで区や関連施設、団体が培ってきたノウハウ
を活かした生涯学習の中核的な施設の在り方について検討していく。

施策の分類
分類についての説明・意見等

3年度 4年度

現
状

今
後
の
方
向
性

〇新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和2年度は施設の休館や利用制限等が続き、区
や指定管理者が主催する事業の中止や延期が相次いだ。そのため、各施設の講座参加者、来館者共
に大幅に減少している。
〇施設が利用できないことなどにより、区内各団体の活動にも支障が生じており、施設の利用制限
等の内容を参考に各団体が感染リスクを減らしつつ活動できる方法を模索している。
〇荒川区ホームページのリニューアルに伴い「あらかわまなびプラザ」のページがなくなり、生涯
学習のページが以前に比べて深い階層に位置付けられていることから、荒川区公式ＳＮＳを活用
し、よりタイムリーな情報提供にシフトしている。

施策の現状・課題・今後の方向性

課
題

　区民の主体的で多様な生涯学習を支援するため、ＩＣＴと直接体
験の機会、情報提供などをバランスよく進めることとし、引き続き
重点的に推進する。

重点的に推進 重点的に推進



620 1,058 48 73 継続 継続

　地域の人材を活用するこ
とで、青少年の健全育成や
生涯学習の振興につなげる
ことができ、合わせて区民
が学びを地域に活かすきっ
かけとして必要であり、継
続して実施する。

97,312 82,380 60,634 67,228 継続 継続

　区民の健康増進の場、児
童生徒の自然体験活動の場
を提供するため必要であ
り、継続して実施する。

70,465 70,566 47,136 56,486
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の誰もが気軽に参加
し、低廉な価格で良質な文
化や学習を享受できる場を
運営するため、重点的に推
進する。

2,109 1,370 500 449 継続 継続
　地域活動や生涯学習の推
進に寄与しており、継続し
た支援を行う。

1,742 810 856 257 継続 継続

　青年団体連合会を支援す
ることにより、青年による
地域活動の発展に寄与して
いることから、継続した支
援を行う。

982 1,376 0 50 継続 継続
　区民の人権教育を推進す
るため、継続して実施す
る。

8,499 9,055 2,463 772 継続 継続

　心身障がい者の自主性・
協調性・社会性・教養を養
うため、継続して実施す
る。

8,476 12,054 2,681 1,838 継続 継続

　新成人の門出を祝福する
とともに、成人としての権
利と義務、責任・自覚を促
す事業として継続して実施
する。

906 1,012 20 0 継続
休止・
完了

　サンセットによる事業完
了の可否判断の結果、公益
財団法人荒川区芸術文化振
興財団（ACC）の事業として
実施していくため、本事業
については完了とする。

分類についての説明・意見等

4年度3年度

施策推進のため
の分類

2年度元年度

決算額（千円）

2年度元年度

行政費用（千円）

継続
　青少年の健全育成に寄与
しており、継続して実施す
る。

継続4,5775,45715,37816,488

05-02-18

人権教育推進費 05-02-16

清里高原ロッジ・少年自
然の家管理運営費

町屋文化センター管理運
営費

05-02-19

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

青少年委員事務費 05-02-04

社会教育サポーター 05-02-17

青年団体連合会事業費 05-02-14

女性団体補助 05-02-13

心身障がい者青年教室
「さくら教室」

05-02-06

05-02-09

成人の日のつどい 05-02-08

吹奏楽コンサート



232,563197,729290,860290,086

05-02-20

教育褒賞費 13-01-03

78,614 92,420 77,385 100,630

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

元年度 2年度 元年度 2年度 3年度 4年度

　文化活動・スポーツ活動
等で優れた成績を収めた児
童・生徒及び区民を表彰す
ることで、より一層の励み
とするため継続する。

合　計

生涯学習センター管理運
営費

重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の生涯学習活動の拠
点として重要であり、重点
的に推進する。

3,873 3,381 549 203 継続 継続


